
年
号

干
支

 

　
　
　 

人     

　
　
　  

名

         

摘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

改
　
元

応
永
二
七

庚
寅

   

　
　
　
　
雪   

舟

（雪
舟
）備
中
赤
浜
（現
岡
山
県
総
社
市
赤
浜
）に
生
ま
れ
た.

。

応
永
二
八

（雪
舟
）幼
い
頃
近
く
の
宝
福
寺
に
入
る
。

正
長
一

（雪
舟
）十
歳
頃
京
都
の
相
国
寺
に
移
り
、
春
林
周
藤
に
師
事
、
禅
の
修
行
を
積
む
と
と
も
に
、
天
章
周
文
に
絵
を
学
ん
だ
。

永
享
一

嘉
吉
一

享
徳
三

（雪
舟
）こ
の
頃
周
防
に
移
り
、
守
護
大
名
大
内
氏
の
庇
護
を
受
け
、
画
室
雲
谷
庵
（山
口
県
山
口
市
）を
構
え
る
。

応
仁
二

（雪
舟
）遣
明
船
で
明
へ
渡
航
。
各
地
を
廻
り
、
約2

年
間
本
格
的
な
水
墨
画
に
触
れ
、
研
究
し
た
。

文
明
一
三

（雪
舟
）帰
国
し
、
周
防
の
ほ
か
豊
後
や
石
見
で
創
作
活
動
を
行
う
。

文
明
一
三

（雪
舟
）秋
か
ら
美
濃
へ
旅
行
。

文
亀
一

（雪
舟
）天
橋
立
に
赴
き
作
品
を
残
し
た
。

永
正
三

丙
辰

（雪
舟
）雪
舟
没
す
。
　
八
七
歳
　
　
（没
年
は
確
実
な
記
録
は
な
い
が
八
七
歳
で
没
し
た
と
す
る
も
の
が
多
い
。
）

         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（最
期
の
地
は
石
見
の
大
喜
庵
。
）

永
正
四

永
正
五

永
正
六

享
保
一
〇

享
保
一
一

丙
午

      

古
川
古
松
軒

（古
松
軒
）備
中
国
下
道
郡
新
本
村
（岡
山
県
総
社
市
）の
薬
種
業
兼
医
師
の
家
に
生
ま
れ
る
。

享
保
一
二

享
保
一
三

享
保
一
四

享
保
一
五

庚
戌

                                                                           

　
　
　                                                      

中
井
竹
山

（竹
山
）大
阪
尼
ヶ
崎
町
（東
区
今
橋
四
丁
目
）で
生
ま
れ
る
。

享
保
一
六

享
保
一
七

享
保
一
八

享
保
一
九

享
保
二
〇

乙
卯

                                                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

西
山
拙
斎

（拙
斎
）備
中
国
鴨
方
村
に
生
ま
れ
る
。

元
文
一

４
・２
８

元
文
二

元
文
三

元
文
四

元
文
五

寛
保
一

（竹
山
）懐
徳
堂
、
庫
建
て
る
。

２
・２
７

寛
保
二

寛
保
三

延
享
一

２
・２
１

延
享
二

乙
丑

　
　
　
　
　         

伊
能
忠
敬

（伊
能
）1

月1
1

日
、
上
総
国
山
辺
郡
小
関
村
（現
・千
葉
県
山
武
郡
九
十
九
里
町
小
関
）で
名
主
・五
郎
左
衛
門
家
で
生
ま
れ
る
。

延
享
三

（古
松
軒
）二
十
歳
の
こ
ろ
京
都
に
住
ん
だ
こ
と
以
外
、
若
い
こ
ろ
の
古
松
軒
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。

延
享
四

寛
延
一

（拙
斎
）こ
の
歳
ま
で
家
に
あ
っ
て
父
よ
り
学
問
を
学
ぶ
。

７
・１
２

寛
延
二

（拙
斎
）大
阪
に
出
て
、
古
林
見
宣
堂
に
医
学
を
、
岡
孚
斎
に
儒
学
を
学
ぶ
。
十
六
歳

寛
延
三

宝
暦
一

１
０
・２
７

宝
暦
二

宝
暦
三

宝
暦
四

宝
暦
五

宝
暦
六

（拙
斎
）上
洛
し
て
那
波
魯
堂
に
学
ぶ
。

宝
暦
七

宝
暦
八

戊
寅

                       

　
　
　
　
　
　
　
　                                                 

丸
川
松
陰              

良
寛
和
尚

（松
陰
）新
見
藩
領
で
あ
る
備
中
国
浅
口
郡
西
阿
知
村
（現
在
の
岡
山
県
倉
敷
市
西
阿
知
町
）に
生
ま
れ
る
。

（良
寛
）越
後
国
出
雲
崎
（現
・新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
）に
生
ま
れ
た
。

（竹
山
）｢

学
問
所
建
立
記
録｣

出
来
る
。

宝
暦
九

宝
暦
一
〇

宝
暦
一
一

宝
暦
一
二

（伊
能
）下
総
国
香
取
郡
佐
原
村
の
酒
造
業
を
営
む
伊
能
家
に
婿
養
子
に
入
る
。

宝
暦
一
三

明
和
一

（拙
斎
）朝
鮮
使
節
と
会
見
し
て
学
道
の
問
答
を
す
る
。
魯
堂
と
共
に
程
朱
子
派
と
な
る
。
名
を
正
と
改
め
る
。
　
三
十
歳

６
・０
２

明
和
二

明
和
三

明
和
四

明
和
五

明
和
六

明
和
七

明
和
八

安
永
一

（松
陰
）初
め
て
こ
の
家
に
生
徒
を
集
め
て
教
授
す
。
こ
れ
ま
で
両
親
に
就
き
修
学
せ
し
が

　
　
　
　
十
五
歳
に
な
る
と
亀
山
如
水
に
朱
子
学
を
学
び
、
君
子
た
ら
ん
と
志
す
。

（竹
山
）｢

大
日
本
史
附
議｣｢

西
上
記｣｢

誌
律
兆｣

出
来
る
。
堀
田
正
邦
に
従
い
江
戸
へ
行
く
。
　
四
十
三
歳

１
１
・１
６

安
永
二

（拙
斎
）京
よ
り
郷
里
に
帰
り
、
欽
塾
（心
身
を
慎
み
守
る
）を
開
く
。
　
三
十
九
歳
　｢

関
西
の
孔
子｣

と
評
さ
れ
た
。

　
　
　
　
近
郷
の
塾
生
に
長
尾
村
　
小
野
招
月
（儒
者
・詩
人
）、
地
頭
上
村
　
塚
村
子
徳
等
が
い
た
。



安
永
三

安
永
四

安
永
五

安
永
六

安
永
七

（拙
斎
）こ
の
頃
、
文
人
墨
客
と
の
交
流
が
盛
ん
。
管
茶
山
、
柴
野
栗
山
、
頼
春
水
、
田
中
索
我
・浦
上
玉
堂
（画
家
）。
四
十
四
歳

安
永
八

（良
寛
）大
任
国
仙
に
随
行
し
て
、
備
中
玉
島
円
通
寺
に
入
山
。
　
二
十
二
歳

安
永
九

天
明
一

４
・０
２

天
明
二

天
明
三

（古
松
軒
）山
陽
道
か
ら
九
州
を
一
巡
し
、
瀬
戸
内
を
航
行
し
た
旅
行
記
『西
遊
雑
記
』を
著
す
。

天
明
四

（竹
山
）徂
徠
の
学
を
批
判
し
た｢

非
徴｣

八
巻
完
成
。
　
五
十
五
歳

天
明
五

乙
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
光
右
衛
門

（小
野
光
右
衛
門
）浅
口
郡
大
谷
村
（現
金
光
町
）の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。

天
明
六

（松
陰
）新
見
藩
主
関
候
よ
り
孝
子
と
し
て
賞
せ
ら
れ
、
幕
府
よ
り
も
褒
美
有
り
。

（拙
斎
）沙
美
浦
の
花
見
す
る
。
詩
を
作
り
、
幕
府
の
評
価
を
得
る
。
　
五
十
二
歳

　
　
　
　
　
幕
府
は
沙
美
浦
の
美
風
を
賞
し
て
白
銀
二
十
錠
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
土
人
は
拙
斎
へ
御
礼
の
挨
拶
を
す
る
と
共
に
八
幡
山
の
下
に
池
を
掘
っ
て
恵
み
池
と
名
付
け
た
。

天
明
七

（古
松
軒
）近
藤
万
丈
十
二
歳
こ
の
頃
古
松
軒
に
従
学
す
。

天
明
八

（古
松
軒
）奥
州
か
ら
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
旅
行
記
『東
遊
雑
記
』は
当
代
紀
行
文
学
と
し
て
名
高
い
。

（竹
山
）老
中
松
平
定
信
来
阪
、
竹
山
参
侯
し
、
学
問
経
世
の
道
を
問
わ
れ
る
。
　
五
十
九
歳

寛
政
一

１
・２
５

寛
政
二

（松
陰
）難
波
に
至
り
中
井
竹
山
の
塾
懐
徳
書
院
に
入
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
頃
、
尾
藤
ニ
州
、
古
賀
精
里
等
と
往
来
し
た
。
　
三
十
三
歳

（拙
斎
）異
学
の
禁
の
論
告
が
出
た
事
を
喜
び
柴
野
栗
山
に
書
を
送
る
。

　
　
　
　
　
京
に
上
り
玉
芙
蓉
（紫
水
晶
、
生
野
山
中
）を
天
覧
す
。

寛
政
三

（良
寛
）円
通
寺
を
出
て
諸
国
行
脚
の
旅
に
出
る
。
三
十
四
歳

（竹
山
）｢

草
茅
危
言｣
十
巻
完
成
。
定
信
に
進
呈
。

寛
政
四

壬
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

瀬
尾
是
輔

（瀬
尾
是
輔
）下
道
郡
八
田
村
・富
豪
の
家
に
生
ま
れ
る
。
　
天
下
に
関
心
を
深
め
、
専
ら
有
用
の
学
に
精
進
す
。

（竹
山
）佐
藤
一
斎
竹
山
に
従
学
。

寛
政
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（古
松
軒
）老
中
松
平
定
信
に
招
か
れ
て
出
府
、
下
問
に
こ
た
え
、
著
書
や
地
図
を
献
じ
た
。
　
懐
徳
堂
（竹
山
・履
軒
）を
訪
う
。

寛
政
六

（古
松
軒
）翌
年
武
蔵
国
の
地
理
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
、
半
年
余
の
調
査
結
果
を

　
　
　
　
　
　
『四
神
地
名
録
』『武
蔵
国
御
府
外
之
地
図
』に
ま
と
め
て
奉
呈
し
た
。

　
　
　
　
　
　
『備
中
国
全
図
』『蝦
夷
全
図
』な
ど
の
地
図
も
作
成
し
て
い
る
。

（松
陰
）新
見
に
移
る
。
藩
校
思
誠
館
を
督
し
学
政
を
薫
理
す
。
三
十
七
歳

寛
政
七

（良
寛
）近
藤
万
丈
（安
永
五
年
～
嘉
永
元
年
）が
土
佐
で
良
寛
に
あ
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
。
　
良
寛
三
十
八
歳

寛
政
八

（古
松
軒
）古
稀
に
あ
た
る
こ
の
年
の
秋
、
古
松
軒
は
有
井
（現
真
備
町
）に
草
庵
を
む
す
び
、
「竹
亭
」と
号
し
て
こ
こ
に
隠
棲
。

寛
政
九

（良
寛
）新
潟
県
燕
市
の
雲
上
山
国
上
寺
五
穀
庵
に
住
む
。
　
四
十
歳

寛
政
一
〇

戊
午

                                                                        

西
山
拙
斎

（拙
斎
）小
坂
杉
谷
に
遊
び
巌
に
題
す
。
（滑
石
の
刻
文
）　
十
一
月
五
日
至
楽
居
（書
斎
）に
没
す
。
　
六
十
四
歳

寛
政
一
一

寛
政
一
二

（伊
能
）第1

次
測
量
　
奥
州
街
道
‐蝦
夷
地
太
平
洋
岸
‐奥
州
街
道
　
百
八
十
日
間
。

享
和
一

（小
野
光
右
衛
門
）十
七
歳
で
庄
屋
役
と
な
る
。

（伊
能
）第
二
次
測
量
　
三
浦
半
島
‐伊
豆
半
島
‐房
総
半
島
‐東
北
太
平
洋
沿
岸
‐津
軽
半
島
‐奥
州
街
道
　
二
百
三
十
日
間
。

２
・０
５

享
和
二

（伊
能
）第
三
次
測
量
　
奥
州
街
道
‐山
形
‐秋
田
‐津
軽
半
島
‐東
北
日
本
海
沿
岸
‐直
江
津
‐長
野
‐中
山
道
　
百
三
十
二
日
間
。

享
和
三

（伊
能
）第
四
次
測
量
　
東
海
道
‐沼
津
‐太
平
洋
沿
岸
‐名
古
屋
‐敦
賀
‐北
陸
沿
岸
‐佐
渡
‐長
岡
‐中
山
道
　
二
百
十
九
日
間
。
　

文
化
一

甲
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                                

中
井
竹
山

（竹
山
）竹
山
没
す
。
　
七
十
五
歳

２
・１
１

文
化
二

乙
丑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                   

山
田
方
谷

（方
谷
）山
田
方
谷,

現
在
の
高
梁
市
中
井
町
西
方
に
誕
生
。

（伊
能
）第
五
次
測
量
　
幕
府
直
轄
事
業
と
な
る
。
東
海
道
‐紀
伊
半
島
‐大
阪
‐琵
琶
湖
‐瀬
戸
内
海
沿
岸
‐下
関
‐山
陰
沿
岸

　
　
　
　
　
‐隠
岐
‐敦
賀
‐琵
琶
湖
‐東
海
道
。

文
化
三

 (

伊
能
）　
岡
山
藩
士
・窪
田
浅
五
郎
（算
術
を
基
礎
に
し
て
、
測
量
術
を
会
得
し
て
い
た
）

　
　
　
　
　
備
前
・備
中
・備
後
沿
岸
部
を
測
量
し
た
伊
能
忠
敬
一
行
に
従
い
、
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
測
量
に
従
事
す
る
。

（瀬
尾
是
輔
）ロ
シ
ア
人
の
蝦
夷
地
侵
入
を
聞
い
て
憤
慨
し
関
東
ま
で
い
く
が
、
退
去
の
報
せ
を
聞
い
て
止
ま
っ
た
。

文
化
四

丁
卯

      

古
川
古
松
軒

（古
松
軒
）古
松
軒
没
す
。
　
八
十
二
歳
　
　
（近
藤
万
丈
三
十
二
歳
）

文
化
五

（伊
能
）第
六
次
測
量
　
東
海
道
‐大
阪
‐鳴
門
‐高
知
‐松
山
‐高
松
‐淡
路
島
‐大
阪
‐吉
野
‐伊
勢
‐東
海
道
。

文
化
六

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
洪
庵

（伊
能
）第
七
次
測
量
　
中
山
道
‐岐
阜
‐大
津
‐山
陽
道
‐小
倉
‐九
州
東
海
岸
‐鹿
児
島
‐天
草
　
‐熊
本
‐大
分
‐小
倉
‐萩

　
　
　
　
　
‐中
国
内
陸
部
‐名
古
屋
‐甲
州
街
道
。

（瀬
尾
是
輔
）伊
能
の
宿
所
へ｢

備
中
下
道
郡
有
井
村
妹
尾
新
三
郎
、
同
瀬
尾
是
輔
尋
行
く｣

　
　
　
　
　
　
　
　｢

岡
山
窪
田
浅
五
郎
川
辺
駅
ま
で
来
り
、
是
よ
り
帰
ル｣

（松
陰
）山
田
方
谷
五
歳
、
初
め
て
松
陰
の
門
に
入
る
。

（小
野
光
右
衛
門
）後
月
郡
大
江
村
（井
原
市
）谷
東
平
（安
永
三
年
～
文
政
七
年
・和
算
家
）・龍
岡
舎
に
師
事
す
る
。

文
化
七

(

洪
庵
）丙
寅
卯
上
刻
備
中
足
守
で
生
ま
れ
た
。

文
化
八

（松
陰
）新
見
藩
に
致
仕
を
請
う
て
許
さ
る
。
　
四
十
四
歳

（伊
能
）第
八
次
測
量
　
甲
府
‐小
倉
‐鹿
児
島
‐屋
久
島
‐種
子
島
‐九
州
内
陸
部
‐長
崎
‐壱
岐
‐対
馬
‐五
島

　
　
　
　
‐中
国
内
陸
部
‐京
都
‐高
山
‐飯
山
‐川
越
九
百
十
三
日
間
。

文
化
九

 (

伊
能
）（瀬
尾
）板
倉
宿
ー
備
中
有
井
村
妹
尾
新
三
郎
、
同
瀬
尾
是
輔
、
浅
五
郎
訪
れ
る
。

　
　
　
　
矢
掛
宿
ー
谷
東
平
（安
永
三
年
～
文
政
七
年
・和
算
家
）訪
れ
る
。

文
化
一
〇

（伊
能
）岡
山
城
下
で
谷
東
平(

小
田
郡
大
江
村)

、
妹
尾
新
三
郎(

備
中
有
井
村)

、
同
瀬
尾
是
輔
と
会
談
。

（瀬
尾
是
輔
）

（松
陰
）西
阿
知
村
に
松
下
清
齋
を
築
き
、
遷
居
す
。
山
田
方
谷
松
陰
門
に
有
り
て
神
童
と
稱
せ
ら
る
。

（方
谷
）な
ぜ
学
問
を
す
る
の
か
と
客
に
聞
か
れ
「治
国
平
天
下
」と
答
え
る
。
　
八
歳

文
化
一
一

（瀬
尾
是
輔
）イ
ギ
リ
ス
人
の
浦
賀
来
航
を
聞
き
、
対
外
防
備
の
策
を
上
申
し
よ
う
と
し
た
が
果
た
さ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
後
、
天
下
を
論
ぜ
ず
放
蕩
し
、
家
産
は
尽
き
た
が
、
洋
書
に
よ
り
医
学
を
独
学
し
て
、
医
者
に
転
じ
、
家
を
再
興
。

文
化
一
二

（伊
能
）第
九
次
測
量
　
忠
敬
は
参
加
せ
ず
。
東
海
道
‐三
島
‐下
田
‐八
丈
島
‐御
蔵
島

　
　
　
　
　
‐三
宅
島
‐神
津
島
‐新
島
‐利
島
‐大
島
‐伊
豆
半
島
東
岸
‐八
王
子
‐熊
谷
‐江
戸
。

文
化
一
三

（伊
能
）第
十
次
測
量
　
江
戸
府
内
。

文
化
一
四

（小
野
光
右
衛
門
）里
見
川
に
関
す
る
訴
訟
問
題
。
江
戸
ま
で
行
き
、
二
十
五
ヶ
村
の
代
表
と
し
て
解
決
に
尽
力
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴
訟
の
合
間
に
、
幕
府
の
天
文
方
、
渋
川
景
佑
（日
本
暦
学
会
の
第
一
人
者
）の
門
を
た
た
い
た
。
　
三
十
三
歳

文
政
一

戊
寅

                    

伊
能
忠
敬

（伊
能
）死
去
。
喪
を
秘
し
て
地
図
製
作
を
続
行
。
　
八
十
四
歳

文
政
二

（小
野
光
右
衛
門
）隣
村
黒
崎
村
と
の
境
界
論
争
起
き
る
。
天
領
の
黒
崎
村
の
横
車
に
少
し
も
譲
ら
ず
事
態
を
収
拾
。
　
小
野
家
破
産
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
・縁
者
が
評
議
し
又
村
の
者
も
奉
仕
し
、
借
金
の
整
理
な
る
。
か
く
て
帰
村
な
る
。
三
十
五
歳

４
・２
２



文
政
三

文
政
四

文
政
五

壬
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　             

　
　
　
　
阪
谷
朗
盧

（朗
盧
）十
一
月
十
七
日
備
中
川
上
郡
日
里
村
酒
造
業
坂
田
良
哉
の
三
男
と
し
て
出
生
。

文
政
六

癸
未

              

鎌
田
玄
渓

（玄
渓
）下
道
郡
新
庄
村
新
本
、
医
家
・儒
家
の
父
の
元
に
生
ま
れ
る
。

文
政
七

文
政
八

（方
谷
）方
谷
の
学
問
へ
の
熱
心
さ
が
松
山
藩
主
、
板
倉
勝
職
の
耳
に
入
り
、
禄
を
頂
き
学
問
所
へ
の
出
入
り
す
。
　
二
十
一
歳

文
政
九

（良
寛
）三
島
（さ
ん
と
う
）郡
島
崎
村
（現
長
岡
市
島
崎
）の
豪
商
能
登
屋
木
村
元
右
衛
門
邸
内
の
庵
に
移
っ
て
初
め
て

　
　
　
　
貞
心
尼
に
逢
う
。

文
政
一
〇

（朗
盧
）母
と
共
に
父
の
任
地
（代
官
手
代
）大
阪
へ
迎
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
奥
野
小
山
に
つ
い
て
四
書
素
読
を
受
け
る
。
大
塩
平
八
郎
の
洗
心
洞
入
塾
。
　
六
歳

文
政
一
一

（洪
庵
）父
惟
因
大
阪
留
守
居
役
・御
蔵
奉
行
の
役
向
き
に
伴
い
、
三
平
、
大
阪
修
業
に
出
る
。

文
政
一
二

（方
谷
）名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。
中
小
姓
格
に
上
が
り
、
藩
校
有
終
館
会
頭
（教
授
）に
命
じ
ら
れ
る
。
　
二
十
五
歳

天
保
一

庚
寅

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                                        

　
川
田
　
剛
　   

三
島
　
毅

(

甕
江
）大
国
屋
・川
田
作
兵
衛
資
嘉
の
次
男
と
し
て
玉
島
新
町
に
生
ま
れ
る
。

（中
州
）備
中
国
都
窪
郡
中
島
村
生
ま
れ
る
。
（小
野
光
右
衛
門
の
娘
、
柳
は
中
州
の
母
で
あ
る
）

（小
野
光
右
衛
門
）湛
井
の
十
二
ヶ
郷
用
水
の
樋
の
本
支
配
と
な
る
。
　
新
田
開
発
も
手
が
け
た
。
　
四
十
六
歳

（洪
庵
）蘭
学
修
行
の
た
め
大
阪
を
た
っ
て
江
戸
へ
、
ま
ず
上
総
国
木
更
津
に
止
ま
り
子
女
に
理
学
を
教
え
た
。

１
２
・１
０

天
保
二

辛
卯

                                                                                     

丸
川
松
陰
　
　
　
良
寛
和
尚

 

（松
陰
）八
月
四
日
病
を
以
っ
て
西
阿
知
村
に
卒
す
。
　
七
十
四
歳

（良
寛
）正
月
六
日
長
岡
市
島
崎
に
示
寂
。
　
七
十
四
歳

（方
谷
）二
年
間
の
許
し
を
得
て
、
三
回
目
の
京
都
遊
学
を
す
る
。
遊
学
中
、
陽
明
学
と
出
会
う
。
　
二
十
七
歳

（小
野
光
右
衛
門
）領
主
役
所
の
焼
失
。
普
請
の
為
家
相
、
地
相
を
見
。
絵
図
面
を
作
成
、
種
々
の
尽
力
認
め
ら
れ
大
庄
屋
格
と
な
る
。

（洪
庵
）江
戸
の
坪
井
信
道
の
塾
に
入
っ
た
。

天
保
三

(

甕
江
）父
死
去
。
母
の
実
家
下
道
郡
矢
田
村
の
瀬
尾
是
輔
（甕
工
の
母
の
父
親
）に
養
わ
れ
る
。
　
三
歳

（瀬
尾
是
輔
）　
四
十
一
歳

（朗
盧
）父
の
転
任
に
従
い
江
戸
へ
移
る
。
　
昌
谷
精
渓
塾
（備
中
川
上
郡
九
名
の
人
、
儒
者
・津
山
藩
士
）入
門
。

天
保
四

（洪
庵
）宇
田
川
棒
斎
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

天
保
五

（松
陰
没
後
三
年
）佐
藤
一
斎
撰
文
の
墓
碑
な
る
。
（新
見
市
新
見
思
誠
小
学
校
西
側
高
台
）

天
保
六

天
保
七

（方
谷
）江
戸
で
学
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
、
江
戸
で
斉
藤
一
斉
塾
に
入
門
。
佐
久
間
象
山
と
出
会
う
。
三
十
歳

（洪
庵
）長
崎
へ
修
業
に
出
た
。
こ
の
と
き
か
ら
緒
方
洪
庵
と
改
め
た
。

天
保
八

天
保
九

（小
野
光
右
衛
門
）長
女
の
夫
・三
島
昱
壮
に
し
て
身
ま
か
る
。
せ
め
て
も
の
追
福
に
、
伯
耆
の
国
大
仙
へ
詣
る
。
　
五
十
四
歳
・中
州
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
昱
（通
称
は
壽
太
郎
）は
中
州
の
父
で
あ
り
、
海
運
を
督
し
て
江
戸
に
至
り
、
会
病
に
て
、
浅
草
に
客
死
す
。

（朗
盧
）古
賀
侗
庵
の
急
敬
舎
入
塾
。

（洪
庵
）大
阪
瓦
町
に
蘭
学
塾
（適
適
斎
塾
）を
開
い
た
。
有
名
な
入
門
者
村
田
蔵
六
、
橋
本
佐
内
、
大
鳥
圭
介
、
福
沢
諭
吉
、
瀬
尾
又
玄
。

天
保
一
〇

天
保
一
一

天
保
一
二

（松
陰
没
後
十
年
）松
陰
の
女
婿
・龍
達
西
阿
知
の
家
を
継
ぎ
医
を
業
と
し
傍
ら
教
授
す
。
　
中
州
十
二
歳
之
に
入
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
の
家
の
屏
風
に
方
谷
の
詩
、
諸
葛
武
侯
図
あ
る
を
見
遂
に
感
奮
し
て
方
谷
に
従
学
せ
り
。

天
保
一
三

天
保
一
四

（方
谷
）　
三
十
九
歳
　
三
島
中
洲
（十
四
歳
）が
方
谷
に
従
学
。

（玄
渓
）玉
島
に
出
て
有
餘
館
開
塾
。
　
二
十
六
歳

(

甕
江
）矢
田
村
か
ら
玉
島
新
町
に
帰
る
。
　
小
野
務
に
入
門
。
　
鎌
田
玄
渓
に
入
門
。
　
十
四
歳

（小
野
光
右
衛
門
）土
御
門
家
の
入
門
状
を
受
け
る
。
　
五
十
九
歳

（朗
盧
）江
戸
再
々
遊
学
。
　
速
水
子
南
と
合
わ
せ
て
劉
門
の
二
才
子
と
称
え
ら
れ
る
。

（洪
庵
）適
適
斎
塾
を
瓦
町
か
ら
過
書
町
へ
移
転
。

弘
化
一

１
２
・０
２

弘
化
二

弘
化
三

（小
野
光
右
衛
門
）湛
井
用
水
で
鉄
穴
事
件
起
こ
る
。
光
右
衛
門
は
先
頭
に
起
ち
江
戸
公
事
を
起
こ
し
事
件
を
落
着
せ
し
め
た
。

弘
化
四

（朗
盧
）朗
盧
伊
勢
に
斎
藤
拙
堂
を
訪
ね
る
。
　
大
阪
滞
在
数
旬
、
久
坂
玄
機
ら
適
塾
の
人
々
と
談
論
す
。

嘉
永
一

（玄
渓
）松
山
藩
郷
校
（有
終
館
分
校)

玉
島
に
設
置
さ
れ
其
の
教
師
と
な
る
。
称
姓
帯
刀
を
許
さ
れ
、
二
口
俸
を
頂
く
。

２
・２
８

嘉
永
二

嘉
永
三

（方
谷
）こ
の
年
か
ら
藩
政
改
革
を
断
行
す
る
。
藩
の
借
金
が
十
万
両
に
登
る
こ
と
が
判
明
。

(

甕
江
）三
島
中
州
が
甕
江
を
訪
れ
る
。
甕
江
の
学
識
を
認
め
、
甕
江
を
兄
と
し
自
ら
を
弟
と
し
た
。
　
二
十
一
歳

（小
野
光
右
衛
門
））土
御
門
家
の
要
請
に
よ
り
京
都
へ
上
り
、
同
家
か
ら
裃
、
紋
付
一
具
、
盃
・短
冊
を
拝
領
。
　
六
十
六
歳

嘉
永
四

（朗
盧
）坂
田
家
よ
り
分
家
。
阪
谷
希
八
郎
と
称
し
朗
盧
と
号
す
。
　
簗
瀬
村
桜
谷
に
家
塾
を
開
設
。

嘉
永
五

壬
子

                                            

　
　
瀬
尾
是
輔

（方
谷
）買
い
上
げ
て
い
た
旧
藩
札
を
高
梁
川
河
川
敷
に
て
焼
き
捨
て
る
。

（瀬
尾
是
輔
）八
田
村
に
て
死
去
。
　
行
年
六
十
一
歳

（甕
江
）鎌
田
玄
渓
の
勧
め
に
よ
り
江
戸
に
遊
学
。

　
　
　
　
　
江
戸
行
き
の
途
中
に
伊
勢
の
津
に
あ
っ
た
斎
藤
拙
堂
（津
藩
督
学
）に
就
い
て
勉
学
中
の
親
友
中
州
と
会
談
。

　
　
　
　
　
江
戸
で
は
古
賀
茶
渓
、
大
橋
訥
庵
に
経
史
を
藤
森
弘
庵
に
文
を
学
ん
だ
。

           

塩
谷
宕
陰
、
芳
野
金
陵
、
安
井
息
軒
、
ら
老
大
家
と
文
会
に
交
わ
り
、｢

絶
倫｣

と
評
さ
れ
た
。

嘉
永
六

（朗
盧
）江
原
陣
屋
に
近
い
寺
戸
村
に
舎
屋
（興
譲
館
）開
校
。
諸
子
の
山
陽
道
上
下
の
途
次
門
を
た
た
く
者
多
く
な
る
。

安
政
一

（朗
盧
）幕
府
儒
員
古
賀
茶
渓
公
用
長
崎
出
張
の
途
次
立
寄
り｢

興
譲
館｣

の
扁
額
を
揮
毫
。

１
１
・２
７

安
政
二

安
政
三

（中
州
）江
戸
昌
平
黌
に
遊
学
し
佐
藤
一
斎
ら
に
学
ぶ
。

(

甕
江
）近
江
大
溝
藩
に
扶
持
を
受
け
る
。

安
政
四

(

甕
江
）大
溝
藩｢

中
江
藤
樹
年
譜｣

を
作
る
。
山
田
方
谷
の
薦
め
で
松
山
藩
出
仕
、
江
戸
藩
邸
督
学
と
な
る
。

安
政
五

戊
午

                                

小
野
光
右
衛
門

（小
野
光
右
衛
門
）井
出
村
に
て
没
。
大
谷
村
の
小
野
家
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
　
七
十
四
歳

（朗
盧
）　
久
坂
玄
瑞
来
訪
、
於
七
日
市
宿
舎
で
時
情
を
論
じ
た
。

（洪
庵
）江
戸
お
玉
が
池
種
痘
所
を
開
設
し
た
。
（東
京
大
学
医
学
部
の
は
じ
ま
り
）

安
政
六

（中
州
）松
山
藩
校
有
終
館
会
頭
。

万
延
一

３
・０
８

文
久
一

（方
谷
）江
戸
で
勝
静
の
政
治
顧
問
と
な
る
。
　
五
十
七
歳

(

甕
江
）正
式
な
藩
士
と
し
て
、
高
五
十
石
、
お
馬
廻
り
格
、
学
頭
と
な
る
。

（中
州
）有
終
館
学
頭
と
な
る
。

２
・１
９

文
久
二

（甕
江
）坂
下
門
の
変
起
こ
り
、
勝
静
侯
老
中
と
な
る
。
甕
江
建
議
し
て
、
洋
船
快
風
丸
を
購
入
、
玉
島
へ
運
ぶ
。
　
（新
島
襄
便
乗
す
。
）

（洪
庵
）八
月
、
洪
庵
が
奥
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
十
二
月
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。

文
久
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
洪
庵

（洪
庵
）下
谷
御
徒
町
医
学
所
頭
取
屋
敷
で
突
然
の
大
喀
血
で
急
死
。
　
五
十
四
歳

元
治
一

（朗
盧
）久
坂
玄
瑞
山
陽
道
を
上
洛
の
途
次
、
七
日
市
宿
舎
で
時
局
に
つ
き
終
夜
劇
論
す
。

２
・３
０

慶
応
一

（方
谷
）勝
静
、
再
び
幕
府
老
中
に
任
命
さ
れ
幕
府
と
と
も
に
倒
れ
る
覚
悟
を
将
軍
に
告
げ
る
。

（朗
盧
）渋
沢
篤
太
夫
（一
橋
勘
定
組
頭
）軍
政
改
革
御
用
係
、
朗
盧
に
時
局
認
識
、
施
政
の
要
道
を
質
し
た
。

　
　
　
　
　
　
朗
盧
の
仲
介
に
よ
り
始
め
て
二
百
余
人
の
徴
募
な
る
。

４
・０
８

慶
応
二

（瀬
尾
是
輔
）瀬
尾
又
玄
（瀬
尾
是
輔
の
婿
養
子
・医
者
）は
倉
敷
騒
動
、
倉
敷
代
官
所
犠
牲
者
の
治
療
・検
死
に
当
た
る
。

（中
州
）舒
太
郎
（中
州
の
兄
）の
一
子
・定
太
郎
は
倉
敷
代
官
所
を
守
備
中
、
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
戦
死
す
。

（朗
盧
）　
慶
喜
公
に
二
条
城
に
お
い
て
謁
見
。
　
二
条
城
学
問
所
に
お
い
て
論
語
を
講
じ
た
。

慶
応
三



明
治
一

(

甕
江
）鳥
羽
伏
見
の
戦
い
。
熊
田
恰
、
親
衛
隊
百
五
十
余
人
を
率
い
海
路
玉
島
港
へ
帰
る
。
甕
江
　
同
船
。

　
　
　
　
熊
田
恰
の
嘆
願
書
草
案
を
書
き
、
熊
田
恰
柚
木
家
西
爽
亭
に
て
自
刃
。
　
秋
月
種
樹
に
勝
静
嘆
願
の
書
を
上
る
。

（朗
盧
）広
島
藩
主
よ
り
賓
士
と
し
て
招
請
を
受
け
赴
任
。

９
・０
８

明
治
二

(

甕
江
）松
山
藩
は
勝
弼
を
藩
主
と
し
二
万
石
と
し
て
再
興
が
な
る
。
四
十
歳

明
治
三

（方
谷
）十
月
、
刑
部
に
住
居
を
移
転
。
弟
子
教
育
に
つ
と
め
る
。

（中
州
）松
山
藩
を
致
仕
し
、
専
ら
育
英
に
専
念
す
る
。

 (

甕
江
）上
京
し
て
家
塾
を
深
川
と
牛
込
に
開
く
。
四
十
一
歳

明
治
四

（方
谷
）閑
谷
学
校
で
、
陽
明
学
の
講
義
を
す
る
。

(

甕
江
）木
戸
孝
允
の
推
薦
に
よ
り
朝
廷
、
甕
江
を
徴
し
て
大
学
少
博
士
に
任
ず
。

（玄
渓
）有
終
館
督
学
を
辞
し
、
久
代
山
中
・黒
谷
（土
地
の
人
は
玄
渓
を
く
ろ
だ
に
と
呼
ぶ
）に
隠
棲
す
。
　
五
十
四
歳

明
治
五

(

三
島
）中
央
に
お
い
て
判
事
、
新
治
裁
判
所
長
。

（朗
盧
）陸
軍
省
八
等
出
仕
（地
理
書
編
集
）。

明
治
六

（朗
盧
）斯
文
会
に
入
り
文
学
委
員
講
師
と
な
る
。

明
治
七

（玄
渓
）山
田
方
谷
の
薦
め
に
よ
り
、
閑
谷
校
教
督
と
な
る
。

明
治
八

（方
谷
）高
梁
に
て
勝
静
と
再
会
す
る
。
勝
静
の
長
瀬
で
の
宿
泊
は
三
日
に
わ
た
る
。

（玄
渓
）閑
谷
教
督
を
辞
す
。

（朗
盧
）大
審
院
御
用
係
（司
法
省
）。

（中
州
）大
審
院
判
事
。

明
治
九

（朗
盧
）西
村
茂
樹
（堀
田
正
睦
の
幕
下
・貿
易
取
調
御
用
掛
）と
共
に
終
身
学
舎
を
設
け
国
民
道
徳
昂
揚
を
唱
導
す
。

明
治
一
〇

丁
丑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
方
谷

（方
谷
）六
月
二
十
二
日
、
小
阪
部
に
て
没
す
。
六
月
二
十
九
日
、
西
方
村
の
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
　
七
十
三
歳

（中
州
）官
を
辞
す
。
　
私
塾
二
松
学
舎
を
創
設
。
　
四
十
八
歳

 (

甕
江
）修
史
館
一
等
編
集
と
な
る
。

（朗
盧
）大
審
院
判
事
。

明
治
一
一

明
治
一
二

（朗
盧
）内
務
省
警
視
局
御
用
係
。

明
治
一
三

明
治
一
四

辛
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　 

　
　
　
　
　
阪
谷
朗
盧

（中
州
）東
京
帝
国
大
学
古
典
科
教
授
。

 (

甕
江
）明
治
天
皇
東
北
巡
幸
に
従
う
。
紀
行
文｢

髄
鑾
紀
程｣

八
巻
を
著
す
。

（朗
盧
）1

月
十
五
日
小
石
川
区
春
日
町
四
の
邸
で
永
眠
。
谷
中
天
王
寺
墓
地
に
葬
る
。
　
三
島
中
州
撰
墓
碑
銘
。
　
六
十
歳

明
治
一
五

明
治
一
六

明
治
一
七

明
治
一
八

明
治
一
九

明
治
二
〇

明
治
二
一

 (

甕
江
）文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
五
十
九
歳

明
治
二
二

 (

甕
江
）宮
内
省
諸
陵
頭
に
任
ず
。

明
治
二
三

明
治
二
四

明
治
二
五

壬
辰

              

鎌
田
玄
渓

（玄
渓
）赤
穂
塩
屋
村
に
て
客
死
。
　
七
十
六
歳

明
治
二
六

(

甕
江
）宮
内
省
諸
陵
頭
を
辞
す
。
　
東
宮
御
用
係
を
仰
せ
つ
か
る
。

明
治
二
七

明
治
二
八

明
治
二
九

丙
申

                                                                                                                           

　
　
　
　
川
田
　
剛

(

甕
江
）二
月
二
日
東
京
本
邸
に
没
す
。
　
東
京
駒
込
吉
祥
寺
の
板
倉
松
叟
侯
墓
側
に
葬
ら
れ
る
。
　
六
十
七
歳

（中
州
）東
宮
侍
講
と
し
て
皇
太
子
の
教
育
に
あ
た
る
。

明
治
三
〇

明
治
三
一

明
治
三
二

明
治
三
三

（中
州
）文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
宮
中
顧
問
官
・宮
内
省
御
用
掛
仰
せ
つ
か
る
。
　
七
十
二
歳

明
治
三
四

明
治
三
五

明
治
三
六

明
治
三
七

明
治
三
八

明
治
三
九

明
治
四
〇

明
治
四
一

明
治
四
二

明
治
四
三

明
治
四
四

大
正
一

７
・３
０

大
正
二

大
正
三

大
正
四

（鎌
田
玄
渓
没
後
二
十
三
年)

羽
黒
神
社
境
内
に
顕
彰
碑
建
立
。
　
三
島
中
州
撰
。

大
正
五

大
正
六

大
正
七

                                                                                   

大
正
八

己
　
未

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                      

　
　
　
　
三
島
　
毅

（中
州
）五
月
十
二
日
、
没
す
。
　
　
東
京
大
田
区
本
門
寺
に
葬
る
。
　
九
十
歳

大
正
九
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そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
真
備
町
史
　
新
修
倉
敷
市
史

製
作
年
月
日
　
　
　
平
成
二
十
四
年
八
月
十
四
日
　
　

製
作
者
　
　
　
　
　
　
井
形
　
雅
典


